
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
グ
ッ
ド
・
サ
マ
リ
タ
ン
病
院
の
医
師
で
あ
る
ヘ
ン
リ
ー
・
コ
プ
リ
ッ
ク
国
ｇ
曼
〆
ｏ
巨
涛
（
扇
認
ｌ
岳
呂
）
は
、
毎
日
の

診
療
の
中
か
ら
、
麻
疹
の
カ
タ
ル
期
に
口
腔
粘
膜
に
糸
ら
れ
る
特
有
な
小
斑
点
を
発
見
し
、
こ
れ
を
麻
疹
の
診
断
上
重
要
な
所
見
と
し
て
一
編

（
一
）

の
論
文
を
発
表
し
た
。
こ
れ
が
麻
疹
の
早
期
診
断
に
か
く
こ
と
の
で
き
な
い
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
の
報
告
で
あ
る
（
一
八
九
六
年
）
。

麻
疹
の
歴
史
は
、
コ
プ
リ
ッ
ク
以
前
と
以
後
の
二
つ
の
時
期
に
わ
け
ら
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
『
一
プ
リ
ッ
ク
以
前
に
は
、
麻
疹
の

診
断
は
発
疹
の
出
現
に
よ
っ
て
の
象
可
能
で
あ
っ
た
が
、
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
の
報
告
以
後
は
、
発
疹
の
出
現
に
先
だ
つ
カ
タ
ル
期
に
も
そ
の
診
断

は
可
能
と
な
っ
た
。

コ
プ
リ
ッ
ク
の
原
著
に
あ
た
っ
て
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
の
様
相
を
解
明
し
、
こ
れ
が
わ
が
国
の
医
学
界
に
受
容
さ
れ
た
状
況
を
た
ど
っ
て
染
た

い
。

は
じ
め
に

一
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
の
報
告

．
。
フ
リ
ヅ
ク
斑
の
わ
が
国
へ
の
受
容

距
薙
鋒
識
鎚
罎
一
卦
壜
躍
謁
昭
和
六
十
二
年
八
月
六
日
受
付

深
瀬
泰
旦
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と
コ
プ
リ
ッ
ク
は
の
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
皮
層
疹
が
最
盛
期
に
な
る
と
、
口
腔
粘
膜
の
小
斑
点
が
消
失
し
て
し
ま
う
こ
と
も
確
認
し
て
い
る
。

こ
の
論
文
の
中
で
コ
プ
リ
ッ
ク
は
、
こ
の
よ
う
な
粘
膜
疹
を
か
れ
自
身
が
は
じ
め
て
み
と
め
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
そ
れ
以
前
の
い
く
つ

か
の
文
献
を
あ
げ
て
の
べ
て
い
る
の
は
、
ま
こ
と
に
謙
虚
な
態
度
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
一
プ
リ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
ル
イ
・
ス
タ
ー

Ｆ
ｏ
Ｅ
“
轡
騨
目
ル
イ
ス
・
ス
ミ
ス
Ｆ
①
乏
尉
切
目
号
ア
ロ
イ
ス
．
、
ヘ
ド
ナ
ー
ル
匿
昌
“
呼
目
目
な
ど
の
書
物
は
、
こ
の
斑
点
の
こ
と
に
ま
っ

た
く
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
一
方
ア
ド
ル
フ
．
、
〈
ギ
ン
ス
キ
ー
ン
：
嵩
守
哩
口
吻
辱
は
「
咽
頭
に
赤
色
の
斑
点
が
あ
ら
わ
れ
る
」
と
の
べ
て
お

り
、
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
バ
ル
テ
ス
シ
ロ
８
旨
⑦
厨
具
胃
圏
と
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
リ
リ
ー
国
ａ
２
ｏ
園
農
具
は
、
皮
層
の
発
疹
に
先
だ
っ
て
生
ず

（
一
）

る
咽
頭
の
発
赤
を
あ
げ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
と
い
う
。
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
オ
ス
ラ
ー
ミ
罠
煙
白
○
“
庁
局
の
教
科
書
に
は
、
「
咽
頭
を
検
査
す
る
と
、

発
赤
と
充
血
が
象
と
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
あ
る
例
で
は
明
瞭
な
点
状
の
発
疹
を
象
と
め
る
こ
と
が
あ
る
。
と
き
に
は
こ
れ
が
舌
以
外
の
口

（
一
一
）

腔
粘
膜
全
体
に
ひ
ろ
が
る
」
と
あ
る
。

さ
ら
に
エ
デ
ュ
ア
ル
ト
・
ヘ
ノ
ッ
ホ
瞬
号
鼬
己
国
の
旨
。
ｇ
の
教
科
書
を
象
て
み
よ
う
。

紫
斑
病
と
い
わ
れ
る
疾
患
の
最
初
の
報
告
者
と
し
て
名
高
い
ヘ
ノ
ッ
ホ
が
あ
ら
わ
し
た

で
、
私
の
手
も
と
に
あ
る
の
は
、
そ
の
第
四
版
（
一
八
八
九
年
）
を
ジ
ョ
ン
・
ト
ム
ソ

（
一
二
）

に
は
口
腔
粘
膜
の
発
疹
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
し
る
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
に
口
腔
を
染
る
と
、
口
峡
の
発
赤
と
、
全
例
で
は
な
い
が
軟
口
蓋
に
数
箇
の
斑
点
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
頬
部
の
粘
膜
と
口

唇
の
内
側
に
、
常
に
は
っ
き
り
し
た
発
疹
が
象
え
る
。
そ
れ
は
鮮
紅
色
を
呈
す
る
、
小
さ
な
不
揃
い
の
斑
点
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
斑
点
の
中
心

に
は
、
強
い
日
光
の
下
で
ゑ
る
と
、
青
味
が
か
っ
た
白
色
の
小
斑
点
騨
目
巨
昌
の
こ
こ
啓
乏
匡
尉
号
①
鼻
が
承
と
め
ら
れ
る
。
青
味
を
お
び

た
白
色
の
小
斑
点
を
と
も
な
っ
た
、
こ
れ
ら
の
赤
色
の
斑
点
は
、
麻
疹
の
初
期
に
特
徴
的
な
症
候
で
あ
り
、
皮
膚
の
発
疹
に
先
だ
つ
症
状
と

し
て
信
頼
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

季
よ
う
。
本
書
は
小
児
科
学
の
近
代
化
に
功
績
が
あ
り
、
腹
性

わ
し
た
ぐ
Ｏ
１
の
旨
目
的
働
胃
局
］
ロ
ロ
号
島
国
国
斥
胃
倖
①
目
（
届
望
）

ト
ム
ソ
ン
宕
冒
目
５
日
い
○
ロ
が
翻
訳
し
た
英
語
版
で
、
こ
こ
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コ
プ
リ
ッ
ク
の
発
見
は
、
。
ヘ
ル
リ
ン
大
学
小
児
科
学
教
授
オ
ッ
ト
ー
・
ホ
イ
ブ
ナ
ー
○
§
国
２
９
国
の
注
目
を
ひ
い
た
。
ホ
イ
ブ
ナ
ー

は
、
は
じ
め
有
名
な
カ
ル
ル
・
ゥ
ソ
デ
ル
リ
ッ
ヒ
悶
畠
乏
巨
目
の
昌
呂
の
弟
子
と
な
っ
て
内
科
を
学
び
、
の
ち
小
児
病
理
学
か
ら
小
児
科
に

は
い
っ
た
。
患
者
の
脳
脊
髄
液
か
ら
流
行
性
脳
脊
髄
膜
炎
菌
を
は
じ
め
て
分
離
し
て
報
告
し
（
一
八
九
六
年
）
、
小
児
の
必
要
熱
量
を
き
め
る

な
ど
、
栄
養
学
の
分
野
で
も
輝
し
い
業
績
を
あ
げ
て
い
る
。
一
八
九
四
年
に
は
じ
め
て
の
小
児
科
学
教
授
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
正
教
授
に

就
任
し
た
ホ
イ
ブ
ナ
ー
が
関
心
を
し
め
し
た
こ
と
か
ら
、
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
は
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
ひ
ろ
く
承
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

（
一
ハ
）

た
。

（
五
）

斑
）
」
と
の
説
明
を
く
わ
え
て
い
る
。

コ
プ
リ
ッ
ク
の
発
見
は
、
。
ヘ
ル
リ

は
、
は
じ
め
有
名
な
カ
ル
ル
・
ウ
ソ

は
い
っ
た
。
患
者
の
脳
脊
髄
液
か
ら

な
ど
、
栄
養
学
の
分
野
で
も
輝
し
い

か
な
り
核
心
を
つ
い
た
言
葉
で
あ
る
が
、
発
疹
の
状
況
の
表
現
が
い
ま
一
つ
は
っ
き
り
せ
ず
、
特
定
の
発
疹
な
り
、
斑
点
な
り
を
さ
し
て
い

な
い
所
が
弱
い
点
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
よ
う
に
お
お
く
の
人
た
ち
が
見
落
し
て
い
た
所
見
を
、
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
て
そ
れ
に
注
目
し
、
そ
の
診
断
上
の
意
義
を
み
と
め
た

と
い
う
こ
と
は
、
コ
プ
リ
ッ
ク
が
並
の
臨
床
医
で
な
い
こ
と
を
し
め
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
麻
疹
の
早
期
診
断
に
価
値
あ
る
所
見
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
膝
下
の
ア
メ
リ
カ
で
さ
え
容
易
に
う
け
い
れ
ら
れ
る
様
子

は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
コ
プ
リ
ッ
ク
は
お
い
か
け
る
よ
う
に
、
第
二
の
論
文
を
発
表
し
た
。
こ
こ
で
は
か
れ
自
身
が
、
↑
《
冒
冒
の
昌
目
○
口
》
》
と
か

負
日
く
名
。
菌
》
》
と
か
《
《
日
く
烏
ロ
島
日
①
畠
⑦
い
》
）
と
よ
ん
だ
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
の
助
け
を
か
り
て
、
簡
単
に
診
断
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
麻
疹
の

（
四
）

一
六
例
を
報
告
し
て
い
る
。
さ
ら
に
第
三
の
論
文
で
は
、
カ
ラ
ー
の
図
版
を
そ
え
、
そ
れ
に
「
麻
疹
の
診
断
上
特
徴
的
な
所
見
（
コ
プ
リ
ッ
ク

第
二
病
日
ま
で
に
、
と
く
に
丈
夫
な
こ
ど
も
で
は
、
硬
口
蓋
と
軟
口
蓋
の
各
所
に
ひ
ろ
が
っ
た
、
稲
漫
性
の
発
赤
が
象
と
め
ら
れ
る
。
蒼

白
な
口
腔
粘
膜
は
か
な
り
の
程
度
に
、
い
わ
ゆ
る
口
蓋
に
点
状
、
あ
る
い
は
星
形
の
赤
い
斑
点
の
発
疹
を
呈
す
る
。
こ
れ
が
明
ら
か
に
象
と

め
ら
れ
る
と
き
は
、
麻
疹
の
発
症
の
確
固
と
し
た
証
拠
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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わ
が
国
の
近
代
小
児
科
学
の
最
初
の
教
科
書
で
あ
る
弘
田
長
の
『
児
科
必
携
』
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
に
は
も
ち
ろ
ん
、
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
。

現
在
の
『
日
本
医
事
新
報
』
に
あ
た
る
よ
う
な
性
格
を
も
っ
た
雑
誌
と
し
て
、
当
時
の
医
師
た
ち
に
ひ
ろ
く
よ
ま
れ
て
い
た
『
中
外
医
事
新

報
』
に
、
．
・
フ
リ
ッ
ク
斑
の
記
事
が
は
じ
め
て
あ
ら
わ
れ
た
の
は
、
明
治
三
○
年
（
一
八
九
七
）
五
月
五
日
発
行
の
第
四
二
号
で
あ
っ
た
。

（
八
）

摘
録
欄
に
外
国
文
献
の
抄
録
と
し
て
、
そ
の
前
年
の
煙
き
．
、
ミ
ミ
、
．
に
の
っ
た
．
・
フ
リ
ッ
ク
の
原
著
の
抄
訳
で
あ
る
。

。
Ｏ
力

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
一
八
九
九
年
の
エ
ジ
ン
ゞ
ハ
ラ
で
の
麻
疹
の
流
行
に
さ
い
し
て
、
ガ
ラ
ン
ド
①
．
Ｆ
、
①
昌
四
且
が
．
・
フ
リ
ッ
ク
斑
の
診
断
上

（
↑
』
）

の
重
要
性
を
竿
と
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
麻
疹
の
早
期
診
断
に
ひ
ろ
く
も
ち
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

麻
疹
ノ
毒
ヲ
受
ケ
テ
ョ
リ
四
十
八
時
間
内
〈
結
膜
炎
、
軽
度
ノ
熱
咳
嗽
等
ノ
諸
症
ヲ
発
ス
ル
ニ
過
ギ
ズ
、
此
時
二
方
リ
テ
皮
層
ニ
ハ
未
タ
発

疹
セ
サ
ル
ニ
モ
拘
ラ
ズ
、
其
口
腔
ヲ
検
ス
ル
ト
キ
ハ
咽
頭
発
赤
シ
、
口
腔
粘
膜
及
上
唇
ノ
内
面
ヲ
精
験
ス
ル
ト
キ
ハ
其
面
二
帯
褐
赤
色
ノ
小

斑
点
ア
リ
、
強
キ
日
光
ニ
テ
之
ヲ
熟
視
ス
ル
ト
キ
ハ
各
斑
点
ノ
中
心
二
帯
灰
白
色
ノ
小
点
ア
リ
、
是
し
実
二
麻
疹
ノ
初
期
ノ
ー
徴
ナ
リ
ト
ス

猩
紅
熱
ニ
ハ
ロ
内
粘
膜
侵
サ
ル
ル
コ
ト
ナ
キ
ヲ
以
テ
両
者
ヲ
区
別
ス
》
へ
シ
、
亜
布
答
ハ
ロ
内
粘
膜
ヲ
侵
セ
ト
モ
其
斑
ノ
色
互
二
同
シ
カ
ラ

ズ
、
風
疹
ハ
ロ
内
粘
膜
二
発
疹
ス
ル
コ
ト
ナ
シ

流
行
性
感
冒
ト
麻
疹
ノ
初
期
ト
ハ
相
似
ス
ル
コ
ト
ァ
レ
ト
モ
、
流
行
性
感
冒
ニ
ハ
口
内
粘
膜
ノ
疹
ナ
シ

欧
米
各
国
が
．
・
フ
リ
ッ
ク
斑
の
重
要
性
を
象
と
め
て
ゆ
く
中
に
あ
っ
て
、
わ
が
国
で
は
こ
れ
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う

二
わ
が
国
に
お
け
る
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
の
受
容
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歴
史
的
に
有
名
な
．
。
フ
リ
ッ
ク
の
論
文
を
上
手
に
抄
訳
し
て
は
い
る
が
、
原
著
に
お
い
て
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
《
《
冨
昏
。
岨
目
。
日
。
己
。
》
〕
と
い

う
重
要
な
言
葉
を
、
こ
の
抄
訳
で
は
的
確
に
翻
訳
し
て
い
な
い
の
は
、
何
と
も
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
冒
頭
に
あ
る
「
麻
疹
ノ
毒
ヲ
受

ケ
テ
ョ
リ
四
十
八
時
間
云
云
」
は
、
誤
解
を
ま
ね
き
や
す
い
文
章
で
あ
る
。
現
今
の
言
葉
を
も
っ
て
あ
ら
わ
せ
ば
、
こ
れ
は
麻
疹
の
感
染
が
あ

っ
て
四
八
時
間
に
し
て
症
状
の
発
現
が
み
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
麻
疹
は
感
染
後
、
九
’
二
日
の
潜
伏
期
の
後
に
発
症
す
る
こ

と
は
よ
く
し
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
震
旨
く
閏
○
口
〉
》
を
「
麻
疹
ノ
毒
ヲ
受
ヶ
」
る
と
解
釈
し
た
た
め
に
生
じ
た
誤
り
で
、
コ

プ
リ
ッ
ク
の
原
著
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
の
震
旨
く
鼠
。
固
）
》
は
、
か
れ
自
ら
が
「
疾
病
の
発
現
」
と
定
義
づ
け
て
い
る
こ
と
を
の
べ
て
お
こ

う
0

マ
マ

以
後
明
治
三
三
年
ま
で
に
三
編
の
記
事
が
み
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
外
国
文
献
の
抄
訳
で
あ
る
。
「
麻
疹
診
断
上
コ
ク
リ
ッ
ク
氏
疹
ノ
価
値
」

と
題
す
る
フ
ヰ
ン
ケ
ル
ス
タ
イ
ン
の
論
文
（
国
員
．
冨
冨
．
一
さ
ｓ
所
収
）
に
は
、
「
此
ノ
疹
ノ
存
在
〈
確
カ
ニ
麻
疹
卜
熱
性
病
殊
二
『
イ
ン
フ

（
九
）

ル
エ
ソ
ザ
』
ト
ノ
鑑
別
上
必
要
ニ
シ
テ
唯
注
意
ス
ヘ
キ
ハ
細
小
ノ
「
ア
フ
テ
ン
』
ト
誤
認
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
ヲ
要
ス
」
と
あ
る
。
さ
き
の
論
文
と

い
い
、
こ
れ
と
い
い
、
カ
タ
ル
期
に
お
い
て
と
く
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
鑑
別
診
断
を
と
り
あ
げ
て
い
る
の
は
印
象
的
で
あ
る
。

第
二
の
エ
ル
・
ハ
ウ
ァ
ス
の
抄
訳
も
《
ご
胃
壗
号
鞄
〆
・
己
房
》
ぬ
。
胃
卑
呂
署
冒
己
８
貝
胃
一
旨
農
価
昌
》
》
（
冒
豊
ミ
ミ
§
。
、
卑
曾
罵
所
収
）
と

（
一
○
）

し
て
、
．
・
フ
リ
ッ
ク
斑
の
診
断
上
の
意
義
を
み
と
め
て
い
る
が
、
マ
ナ
ッ
セ
の
抄
訳
（
旨
騨
§
．
ミ
ミ
．
ミ
ミ
．
所
収
）
で
は
、
「
此
ノ
斑
〈
性

を
麻
疹
ノ
早
期
症
ト
ス
ル
ノ
価
値
ア
ル
モ
、
未
ダ
執
レ
ノ
場
合
モ
此
斑
ノ
有
無
ヲ
以
テ
麻
疹
ヲ
診
定
ス
ル
ヲ
得
ズ
ト
結
論
セ
リ
」
と
の
べ
て
、

（
一
一
）

麻
疹
の
早
期
診
断
に
お
け
る
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
の
意
義
に
つ
い
て
疑
い
を
さ
し
は
さ
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
医
学
雑
誌
の
記
事
を
う
け
て
、
弘
田
長
の
『
児
科
必
携
』
も
第
六
版
（
明
治
三
四
年
）
に
な
る
と
本
文
の
記
載
の
体
裁
も
お
お

い
に
あ
ら
た
ま
り
、
初
版
に
お
い
て
み
ら
れ
た
治
療
法
を
中
心
と
し
た
編
集
か
ら
、
個
々
の
疾
患
に
つ
い
て
ま
ず
原
因
の
項
を
た
て
、
つ
い
で

症
候
、
療
法
と
つ
づ
い
て
、
今
日
の
教
科
書
の
様
相
を
呈
し
て
く
る
。
そ
の
麻
疹
の
項
に
は
、
本
文
に
く
ら
べ
て
一
段
と
小
さ
い
活
字
で
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そ
の
一
、
二
の
例
を
あ
げ
る
と
、
明
治
三
五
年
五
月
一
九
日
に
東
京
帝
国
大
学
・
医
科
大
学
小
児
科
学
教
室
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
小
児

科
学
会
第
二
四
回
常
会
の
席
で
、
浅
田
繁
太
郎
が
、
二
年
以
内
の
経
過
で
三
回
の
麻
疹
感
染
例
（
二
歳
一
ケ
月
女
児
）
を
報
告
し
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
診
断
根
拠
と
し
て
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
ふ
れ
て
お
ら
ず
、
長
田
重
雄
、
小
原
頼
之
、
福
井
信
政
ら
三
名
の
追
加
発
言

（
一
四
）

者
も
、
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
に
つ
い
て
は
一
言
も
言
及
し
て
い
な
い
。

下
條
茨
菟
吉
は
明
治
三
七
年
の
一
月
か
ら
七
月
ま
で
に
経
験
し
た
八
七
例
の
麻
疹
患
者
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
が
、
「
前
駆
期
二
於
テ
欧

と
の
べ
て
、
外
国
の
文
献
と
し
て
六
％
、
あ
る
い
は
一
二
％
の
発
現
率
し
か
な
い
と
の
報
告
を
あ
げ
て
い
る
。
わ
が
国
で
も
否
定
的
な
報
告
が

お
お
く
、
「
我
国
二
於
テ
ハ
ニ
三
ノ
非
認
的
報
告
二
接
セ
ル
而
己
ニ
シ
テ
承
認
的
ノ
報
告
ヲ
ナ
セ
ル
モ
ノ
余
ノ
寡
聞
ナ
ル
未
ダ
之
ヲ
耳
ニ
セ
ズ
」

こ
の
状
態
は
さ
ら
に
数
年
は
つ
づ
き
、
明
治
三
○
年
代
の
末
に
な
っ
て
も
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
に
つ
い
て
の
評
価
が
さ
だ
ま
ら
ず
、
黒
岩
直
記
は

明
治
三
八
年
の
日
本
小
児
科
学
会
福
岡
地
方
会
の
席
上

（
一
二
一
）

と
の
べ
て
い
る
。

（
一
一
一
）

と
の
記
載
が
あ
っ
て
、
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
が
小
児
科
医
の
間
で
市
民
権
を
え
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
確
固
た
る
地
位
を
獲
得
し
て
い
な
い
状
態
を
し

る
こ
と
が
で
き
る
。

〆
名
罵
氏
斑
〈
：
：
：
初
メ
テ
麻
疹
二
確
実
ノ
診
定
ヲ
与
エ
早
期
二
診
断
シ
且
シ
他
ノ
急
性
発
疹
病
卜
類
症
的
鑑
別
ヲ
ナ
ス
’
一
唯
一
ノ
徴
候

タ
ル
コ
ト
世
二
知
ラ
ル
ル
ニ
至
し
り
然
し
ト
モ
尚
ホ
且
ツ
ー
部
ノ
学
者
間
｝
天
之
レ
’
一
異
義
ヲ
称
フ
ル
人
ナ
キ
’
一
ア
ラ
ズ

米
国
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
ノ
「
コ
プ
リ
ッ
ク
」
氏
ガ
麻
疹
発
疹
前
ノ
初
兆
ト
シ
テ
ロ
粘
膜
中
下
顎
臼
歯
二
相
対
ス
ル
頬
粘
膜
ノ
部
一
一
不
正
形

状
ノ
紅
斑
ア
ル
コ
ト
ヲ
報
道
シ
テ
以
来
小
児
医
ノ
賛
同
ス
ル
者
少
ナ
カ
ラ
ズ
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（
一
一
ハ
）

と
の
べ
て
、
発
現
率
が
低
い
こ
と
を
う
ら
づ
け
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
藁
科
松
伯
の
発
表
に
た
い
し
て
討
論
に
た
っ
た
伊
東
祐
彦
（
京
都
帝
国
大
学
・
福
岡
医
科
大
学
教
授
）
は
、
麻
疹
の
大
多
数
に

お
い
て
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
を
み
と
め
る
と
の
べ
た
。
そ
れ
は
さ
き
に
の
べ
た
教
室
の
一
員
で
あ
る
黒
岩
直
記
の
報
告
を
根
拠
に
し
た
も
の
で
、
前

半
で
文
献
的
考
察
を
く
わ
え
た
黒
岩
は
、
そ
の
論
文
の
後
半
部
分
で
、
四
五
例
の
麻
疹
患
者
の
う
ち
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
を
桑
と
め
な
か
っ
た
の
は

（
一
三
一
）

わ
ず
か
一
例
に
す
ぎ
ず
、
他
は
前
駆
期
に
お
い
て
二
七
例
、
発
疹
期
に
一
七
例
、
計
四
四
例
に
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
を
み
と
め
た
と
い
う
。

は
た
し
て
日
本
の
麻
疹
で
は
、
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
の
出
現
率
が
実
際
に
低
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
臨
床
家
は
い
ろ
い
ろ
な
症
状
や
所
見

に
は
じ
め
て
接
し
た
と
き
、
そ
れ
を
同
定
す
る
こ
と
に
き
わ
め
て
困
難
を
感
ず
る
の
は
、
し
ば
し
ば
経
験
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
教
科
書
を
よ

ん
で
、
そ
の
も
の
の
本
質
な
り
性
状
な
り
を
理
解
し
た
つ
も
り
で
も
、
そ
れ
が
目
の
前
に
存
在
し
な
が
ら
見
落
し
て
し
ま
う
こ
と
は
よ
く
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
君
、
こ
れ
が
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
だ
よ
、
と
先
輩
に
し
た
し
く
教
え
を
う
け
れ
ば
、
次
か
ら
は
見
落
す
こ
と
は
ま
ず
な
い
も
の
で
あ

（
一
士
ハ
）

る
。
藁
科
の
報
告
に
た
い
し
、
討
論
に
く
わ
わ
っ
た
波
多
野
俊
太
郎
も
こ
の
間
の
事
情
を
の
べ
て
い
る
。

（
一
五
）

米
学
者
ノ
是
認
ス
ル
コ
プ
リ
ッ
ク
氏
斑
点
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
一
名
モ
実
験
セ
ス
」
と
の
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
実
験
と
い
う
の
は
、
当
時
の
用

語
例
で
は
こ
れ
を
実
際
の
経
験
、
あ
る
い
は
体
験
と
よ
桑
か
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
明
治
四
○
年
の
東
京
地
方
会
で
も
、
藁
科
松
伯
が
「
麻
疹
一
一
就
テ
」
の
報
告
の
中
で
、

向
フ
ノ
人
〈
此
コ
プ
リ
ッ
ク
ノ
斑
二
付
テ
ハ
大
変
二
価
値
ヲ
置
イ
テ
、
種
を
研
究
報
告
ヲ
シ
テ
居
リ
マ
ス
ル
ガ
、
我
国
二
於
キ
マ
シ
テ
ハ
如

何
デ
ア
リ
マ
ス
ル
カ
、
：
．
…
私
ノ
実
験
二
於
キ
マ
シ
テ
ハ
．
．
…
・
ド
ウ
モ
此
コ
プ
リ
ッ
ク
ノ
斑
ヲ
頻
リ
ト
調
べ
マ
ス
ル
ヶ
レ
ド
モ
、
余
り
見
当

リ
マ
セ
ン
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
コ
・
フ
リ
ッ
ク
斑
を
眼
底
に
つ
よ
く
や
き
つ
け
た
者
に
と
っ
て
は
そ
の
発
見
は
容
易
と
な
り
、
波
多
野
俊
太
郎
は
つ
づ
い
て

「
自
分
ノ
見
マ
シ
タ
ノ
デ
ハ
可
ナ
リ
多
数
、
殆
ド
三
分
ノ
ー
、
或
〈
其
以
上
モ
．
．
。
フ
リ
ッ
ク
氏
斑
ヲ
認
メ
ル
ャ
ウ
ニ
考
へ
マ
ス
」
と
の
べ
て
い

る
。
些
細
な
例
に
す
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
ん
な
所
に
も
臨
床
医
学
の
む
つ
か
し
さ
が
ゑ
ら
れ
る
。

日
本
小
児
科
学
会
第
一
二
回
総
会
（
明
治
四
○
年
）
で
、
麻
疹
の
血
液
変
化
に
つ
い
て
は
じ
め
て
報
告
し
た
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
の
本

（
一
七
）

庄
謙
三
郎
は
、
一
二
例
の
患
者
の
う
ち
一
○
例
に
．
・
フ
リ
ッ
ク
斑
を
柔
と
め
、
診
断
根
拠
と
し
て
．
・
フ
リ
ッ
ク
斑
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
明
治
四
○
年
（
一
九
○
六
）
ご
ろ
に
は
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
の
診
断
価
値
は
ひ
ろ
く
承
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
う
け
て
、
『
児
科
必
携
」
の
第
二
版
（
明
治
四
二
年
）
に
な
る
と
、
第
六
版
で
は
本
文
と
は
別
に
小
活
字
で
し
る
さ

れ
て
い
た
．
・
フ
リ
ッ
ク
斑
に
つ
い
て
の
記
述
は
本
文
に
く
ぷ
こ
ま
れ
、
断
定
的
な
表
現
を
も
ち
い
て
ひ
ろ
く
み
と
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
し
め

（
一
八
）

し
て
い
る
。

此
前
駆
期
第
二
日
ノ
終
ヨ
リ
口
腔
粘
膜
二
白
点
ア
ル
帽
針
頭
大
ノ
暗
赤
色
若
ク
ハ
赤
色
斑
数
箇
ヲ
屡
々
認
ム
ル
コ
ト
ア
リ
「
．
。
フ
リ
ッ
ク
」

斑
即
之
ナ
リ
多
ク
ハ
麻
疹
ノ
前
兆
ト
ナ
ル

今
年
ノ
麻
疹
流
行
二
就
テ
、
．
。
フ
リ
ッ
ク
氏
斑
ヲ
注
意
シ
テ
見
タ
イ
ト
考
へ
、
二
三
ノ
書
物
ヲ
見
マ
シ
タ
ガ
、
ド
ウ
モ
イ
ロ
イ
ロ
ニ
書
イ
テ

ァ
リ
マ
ス
。
ソ
レ
ニ
自
分
ガ
、
是
ガ
コ
。
フ
リ
ッ
ク
氏
斑
デ
ァ
ル
ト
云
ツ
テ
指
導
ヲ
受
ケ
タ
事
ハ
＄
コ
ザ
イ
マ
セ
ヌ
シ
、
大
キ
ー
困
リ
マ
シ
タ
。

ソ
レ
ヵ
ラ
小
児
科
医
局
へ
行
ツ
テ
先
生
方
二
伺
上
、
又
図
ヲ
拝
見
シ
マ
シ
妾
大
イ
ニ
得
ル
所
ガ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
タ
。
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現
今
の
よ
う
に
写
真
技
術
の
発
達
し
た
時
代
で
あ
っ
て
も
、
疾
病
の
症
状
な
り
所
見
な
り
を
正
し
い
色
調
で
再
現
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
容

易
な
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
が
一
八
○
○
年
代
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
の
困
難
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
．
・
フ
リ
ッ
ク
の
原
著
も
図
版
一
（
一
）

つ
は
い
っ
て
い
な
い
、
ま
っ
た
く
文
字
だ
け
の
報
告
で
あ
る
。
コ
プ
リ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
．
・
フ
リ
ッ
ク
斑
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
形
状
も
色
彩
も
、
色
調
も
コ
プ
リ
ッ
ク
の
の
べ
て
い
る
所
を
正
し
く
翻
訳
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。

フ
ィ
ン
ケ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
抄
訳
で
は
、
こ
れ
が
「
弱
赤
色
ヲ
呈
ス
ル
粘
膜
上
二
生
ス
ル
帯
血
色
ノ
白
色
丘
疹
ニ
シ
テ
口
腔
粘
膜
ノ
各
部
一
一

や

○
口
号
①
宮
］
８
巴
日
匡
８
巨
醜
日
の
目
言
質
５
日
己
号
①
旨
助
丘
命
９
号
①
昌
言
函
〕
葛
⑦
旨
く
胃
冒
す
辱
い
８
囚
昌
昌
冒
ｇ
⑦
昌
冒
５
口
．
胃
ｎ
ｏ
口
吻
目
唾

①

Ｏ
南
吻
冒
戸
國
邑
〕
啓
司
『
①
岨
色
｝
秒
門
吻
己
○
房
》
。
【
画
ご
閂
・
一
哩
禺
門
ｎ
Ｑ
ｎ
Ｏ
さ
目
．
扉
〕
計
｝
〕
⑦
。
①
ロ
言
①
○
局
①
画
の
ぽ
い
つ
○
斤
〕
舜
彦
⑦
門
①
届
邑
○
門
Ｑ
》
』
昌
切
胃
○
国
吸
旦
脚
琶
〕
ぬ
｝
〕
庁
》
四

目
目
目
匡
骨
①
す
］
巨
尉
彦
乏
彦
一
庁
①
、
で
⑦
○
穴
．
弓
昏
⑦
い
①
門
①
９
ｍ
で
○
誘
凹
乏
芦
（
ず
四
○
○
○
尽
昌
も
画
旨
く
門
国
ぬ
い
で
の
○
戸
い
○
由
秒
す
］
昌
一
ｍ
ゴ
ミ
面
一
門
○
○
］
○
門
》
画
禺
の
的
ず
い
○
一
侵
席
ご

心
■

己
画
詳
ぽ
○
ｍ
目
○
寓
目
Ｏ
ｐ
５
Ｏ
【
ず
の
函
芦
自
国
一
国
四
目
５
四
ｍ
』
Ｏ
砕
蝕
ご
ｇ
ミ
ヶ
の
冒
唖
①
①
口
○
四
ロ
ゥ
の
胃
⑦
匡
。
●
自
己
○
ロ
固
め
誌
彦
⑦
岸
）
再
印
崗
自
己
旨
①
門
○
｛
．
《
嵩
①
、
蓉
冒
①
『
臣
も
ロ
ｇ
〕
．

。

（
八
）

こ
れ
が
わ
が
国
の
医
師
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
所
を
み
る
と
、
さ
き
に
も
み
た
よ
う
に

口
内
粘
膜
及
上
唇
ノ
内
面
ヲ
精
検
ス
ル
ト
キ
ハ
其
面
二
帯
褐
赤
色
ノ
小
斑
点
ア
リ
、
強
キ
日
光
ニ
テ
之
ヲ
熟
視
ス
ル
ト
キ
ハ
各
斑
点
ノ
中
心

二
帯
灰
白
色
ノ
小
点
ア
リ

三
そ
の
後
の
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
の
記
載
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（
二
○
）

集
ぶ
り
で
あ
る
。

（
九
）

点
々
散
在
ス
ル
コ
ト
ァ
リ
」
と
な
っ
て
お
り
、
『
児
科
雑
誌
』
に
の
る
抄
訳
も
こ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
文
章
で
あ
る
・
両
誌
の
発
行
年
月
日
が
、

二
○
日
し
か
ず
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
考
え
て
、
同
一
人
物
に
よ
る
訳
文
が
両
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
マ
ナ
ッ
セ
の

論
文
の
抄
録
に
は
「
コ
プ
リ
ッ
ク
氏
斑
ト
ハ
口
腔
及
頬
粘
膜
一
一
呈
ス
ル
鮮
紅
色
ノ
小
斑
ニ
シ
テ
、
其
形
状
〈
不
規
則
一
一
シ
テ
斑
ノ
中
央
〈
帯
青

（
一
一
）

白
色
ノ
光
輝
ヲ
帯
ブ
ル
者
ヲ
請
う
」
と
あ
っ
て
、
コ
プ
リ
ッ
ク
の
原
著
に
も
っ
と
も
近
い
表
現
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
記
事
を
よ
ん
だ
だ
け
で
は
、
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
の
形
状
と
色
調
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
仲
食
む
つ
か
し
い
の
で
は
な
い
か
、
と

お
も
わ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
よ
う
に
そ
の
表
現
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
の
は
、
必
ず
し
も
翻
訳
に
よ
っ
て
生
じ
た
ズ
レ
ば
か
り
と
は
い
え
な
い
節

も
あ
る
。
コ
プ
リ
ッ
ク
の
母
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
刊
行
さ
れ
た
も
っ
と
も
有
名
な
小
児
科
学
の
成
書
で
あ
る
ネ
ル
ソ
ン
の
教
科
書

（
第
六
版
一
九
五
四
年
）
で
は
、

二
九
）

と
あ
っ
て
、
《
命
匡
昌
島
三
巨
芹
の
名
の
島
〕
が
《
《
鴨
騨
爵
亨
乏
匡
討
号
厨
》
》
と
か
え
ら
れ
て
い
る
。
青
白
色
で
も
、
灰
白
色
で
も
さ
し
た
る
差
は
な
い

で
は
な
い
か
、
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
折
角
コ
プ
リ
ッ
ク
が
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
以
上
、
こ
れ
を
安
易
に
す
て
さ
っ
て

し
ま
う
の
は
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
ク
ル
ー
ク
マ
ン
の
『
小
児
伝
染
病
学
』
（
第
六
版
一
九
七
七
年
）
は
細
心

の
気
く
ば
り
を
し
て
お
り
、
．
・
フ
リ
ッ
ク
の
原
著
を
そ
の
ま
ま
ひ
い
て
、
．
・
フ
リ
ッ
ク
斑
の
説
明
と
し
て
い
る
の
は
、
心
に
く
い
ば
か
り
の
編

目
冨
の
〆
○
豆
涛
暫
吻
名
○
冨
閏
①
鴨
ご
騨
冨
号
‐
葛
宮
門
Ｑ
ｏ
訂
）
屋
呂
巴
ご
農
吻
目
匙
］
閉
四
脚
目
の
ｇ
闇
固
９
言
箆
］
凹
め
］
侭
胃
月
旦
９
号
〕
昌
○
墨
①
Ｑ

●

秒
吋
①
○
］
画
脚
司
○
口
目
旦
忌
岸
冒
の
問
昌
》
○
○
Ｇ
画
巴
○
目
巴
昌
く
》
骨
壷
①
望
四
国
．
①
｝
】
①
討
邑
○
Ｈ
●
局
ず
い
、
回
。
．
弓
彦
①
国
房
目
包
詳
○
○
○
○
巨
門
◎
目
許
医
①
ず
目
ｎ
ｏ
匙
昌
●
』
巨
Ｃ
Ｏ
め
い
○
も
己
○
堕
扁
骨
匿
①

●

①

一
○
与
之
①
門
庚
邑
○
］
四
勗
迺
ず
巨
烏
員
』
釦
く
い
も
再
旬
凹
旦
時
芦
．
○
ぬ
届
］
抄
ユ
く
○
ぐ
⑦
局
倖
〕
①
民
●
の
駕
○
島
津
〕
①
ず
臣
○
○
秒
』
Ｈ
冒
匡
○
○
ｍ
四
・
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麻
疹
の
さ
い
に
口
腔
粘
膜
に
発
疹
（
粘
膜
疹
）
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
コ
プ
リ
ッ
ク
以
前
か
ら
み
と
め
ら
れ
て
お
り
、
口
腔
粘
膜
に
生
じ
た

白
い
小
斑
点
が
、
早
期
診
断
に
さ
い
し
て
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
こ
と
も
古
く
か
ら
し
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
パ
イ

パ
ー
ど
耳
の
。
胃
崩
巷
閏
は
そ
の
小
児
科
学
史
の
中
で
、
そ
れ
を
糸
と
め
た
医
師
と
し
て
ジ
ョ
ン
・
キ
ー
ル
］
ｏ
旨
ｐ
嵐
日
、
マ
ー
レ
イ
』
シ
，

巨
匡
弓
塁
、
ロ
イ
ポ
ル
ト
宛
の
ロ
ゴ
○
匡
、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
○
の
①
昏
胃
号
、
ポ
ー
ン
国
○
唇
邑
、
プ
リ
ン
ト
ｚ
・
国
旨
骨
、
フ
ィ
ラ
ト
ー
ｚ
・
国
宮
８
乏

（
一
一
一
）

を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
フ
ィ
ラ
ト
ー
を
と
り
あ
げ
て
象
た
い
。

小
児
に
み
ら
れ
る
発
疹
性
の
疾
患
に
、
麻
疹
、
風
疹
、
猩
紅
熱
に
つ
づ
い
て
、
第
四
番
目
に
位
置
す
る
疾
患
と
し
て
「
第
四
病
」
あ
る
い
は

「
フ
ィ
ラ
ト
ー
・
デ
ュ
ー
ク
ス
病
」
が
あ
る
。
い
ま
で
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
戦
前
か
ら
戦
後
の
早
い
時
期
に
か
け

（
一
一
一
一
）

て
の
教
科
書
に
は
記
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
第
四
病
と
の
関
連
で
わ
れ
わ
れ
の
記
憶
に
あ
る
フ
ィ
ラ
ト
ー
は
、
モ
ス
ク
ワ
大
学
の
小
児
科
学
教

授
で
、
ロ
シ
ア
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
の
小
児
科
学
界
に
偉
大
な
貢
献
を
し
た
ロ
シ
ア
小
児
科
学
の
父
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

フ
ィ
ラ
ト
ー
は
一
八
八
五
年
、
麻
疹
の
前
駆
期
に
お
い
て
、
口
腔
粘
膜
に
白
斑
に
か
こ
ま
れ
た
、
小
さ
な
赤
色
斑
を
記
載
し
た
最
初
の
一
人

で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
す
こ
し
以
前
に
、
地
方
の
医
師
ベ
ル
ス
キ
ー
国
鳥
耳
も
、
こ
の
所
見
を
報
告
し
て
い
る
の
で
、
ソ
連
で
は
こ
れ

を
フ
ィ
ラ
ト
ー
症
候
、
あ
る
い
は
。
ヘ
ル
ス
キ
ー
・
フ
ィ
ラ
ト
ー
症
候
と
よ
ん
で
い
る
。
こ
の
記
載
を
み
る
か
ぎ
り
、
フ
ィ
ラ
ト
ー
の
報
告
は
コ

プ
リ
ッ
ク
の
そ
れ
よ
り
一
○
年
ば
か
り
早
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
コ
ル
テ
ィ
ピ
ン
シ
．
〆
。
与
召
目
は
、
ロ
シ
ア
の
医
師
に
先
取
権
が
あ
る
に
も

（
一
一
二
一
）

か
か
わ
ら
ず
、
外
国
の
文
献
で
は
こ
れ
が
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
と
し
て
し
ら
れ
て
い
る
、
と
の
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
コ
ル
テ
ィ
ピ
ン
は
、
フ
ィ
ラ
ト
ー
が
「
第
四
病
」
を
発
見
し
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
医
師
ク
レ
メ
ン
ト
・
デ
ュ
ー
ク
ス
Ｑ
旬
日
の
貝
①

ロ
烏
①
唖
よ
り
一
五
年
早
い
し
、
伝
染
性
単
核
症
を
エ
ミ
ー
ル
・
パ
イ
フ
ェ
ル
国
昌
一
甸
歓
罵
筍
よ
り
三
年
早
く
発
見
し
て
い
る
と
、
フ
ィ
ラ
ト

四
口
腔
粘
膜
の
小
斑
点
の
歴
史
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一
八
九
六
年
に
発
表
さ
れ
た
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
が
、
わ
が
国
の
医
学
界
に
定
着
す
る
の
に
、
約
一
○
年
の
歳
月
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
当

時
の
文
献
に
つ
い
て
く
わ
し
く
検
討
し
た
。
．
。
フ
リ
ッ
ク
斑
の
性
状
を
．
・
フ
リ
ッ
ク
の
原
著
を
引
用
し
つ
つ
解
明
し
た
が
、
コ
プ
リ
ッ
ク
が
そ

（
一
）

の
論
文
の
末
尾
に
の
べ
て
い
る
言
葉
を
あ
げ
て
む
す
び
と
し
た
い
。

（
二
四
）

－
の
先
取
権
を
は
な
ば
な
し
く
主
張
し
て
い
る
。

稿
を
お
わ
る
に
あ
た
り
、
ご
指
導
、
ご
校
閲
を
い
た
だ
い
た
順
天
堂
大
学
酒
井
シ
ヅ
助
教
授
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

注 麻
疹
の
初
期
に
お
い
て
、
頬
部
口
腔
粘
膜
の
斑
点
は
数
が
す
ぐ
な
い
の
で
、
も
し
注
意
深
く
探
さ
な
い
と
見
落
し
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
窓
か

ら
の
強
い
日
射
し
の
も
と
に
患
者
を
お
き
、
口
を
あ
け
さ
せ
て
、
頬
の
外
側
を
お
さ
え
な
が
ら
、
舌
圧
子
か
人
さ
し
指
で
頬
粘
膜
を
圧
迫
す

る
こ
と
が
当
を
え
た
方
法
で
あ
る
。

（
一
）
沢
○
亘
涛
〕
国
①
昼
暑
い

国
巨
の
、
昌
彦
自
巨
○
○
口
い

（
二
）
○
堅
曾
〕
三
首
筐
国
目
印

む
す
び

弓
岸
〕
⑦
ロ
』
四
四
〕
○
場
９
５
の
目
昌
く
ぃ
留
○
目
９
．
夛
庁
脚
の
］
風
呂
ざ
目
色
陸
胃
己
く
具
号
①
固
×
四
目
号
の
日
脚
閉
］
計
シ
で
も
㈹
四
扇
○
昌
房
①

三
房
目
胃
四
旨
①
、
馨
碁
．
、
、
竪
負
、
、
罰
酌
曾
陣
届
器

弓
彦
①
弓
門
旨
ｏ
言
昌
①
堕
閏
己
弔
昌
ｇ
』
８
○
寅
冒
⑦
島
の
旨
⑦
陣
己
Ｒ
一
・
）
唾
○
匡
目
的
］
・
田
㈹
貝
面
目
具
届
弓
℃
，
雷

〈
曄
霊
霊
舞
巽
蕊
）
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一○九八七六秀四二二一○
ｰｰｰｰｰ嘗一嘗嘗画一圏

へへへ

九八七
竺ノ曹警

（
一
ハ
）

へへ

五四

（
一
二
）ｰゞノ

エ
ル
・
ハ
ウ
ァ
ス
コ
プ
リ
ッ
ク
氏
麻
疹
早
期
症
候
二
就
テ
中
外
医
事
新
報
四
六
九
号
二
六
頁
明
治
三
二
年

マ
ナ
ッ
セ
麻
疹
二
於
ケ
ル
コ
プ
リ
ッ
ク
氏
斑
中
外
医
事
新
報
四
九
五
号
三
○
頁
明
治
三
三
年

弘
田
長
児
科
必
携
増
訂
六
版
三
三
四
丁
明
治
三
四
年

黒
岩
直
記
「
コ
プ
リ
ッ
ク
」
氏
斑
一
一
就
テ
児
科
雑
誌
六
六
五
号
五
頁
明
治
三
八
年

浅
田
繁
太
郎
児
科
雑
誌
三
五
号
三
六
頁
明
治
三
五
年

下
條
蕊
菟
吉
本
年
流
行
ノ
麻
疹
｝
一
就
テ
ノ
余
ノ
卑
見
児
科
雑
誌
五
四
号
六
○
頁
明
治
三
七
年

藁
科
松
伯
麻
疹
一
一
就
テ
児
科
雑
誌
八
八
号
五
五
頁
明
治
四
○
年

本
庄
謙
三
郎
麻
疹
ノ
血
液
変
化
児
科
雑
誌
九
五
号
六
一
頁
明
治
四
一
年

弘
田
長
児
科
必
携
増
訂
二
版
四
一
八
頁
明
治
四
二
年

ｚ
堅
い
○
口
〕
乏
．
国
．
＆
》
弓
の
ｘ
号
。
鼻
烏
印
島
昌
『
厨
①
ａ
・
・
三
・
少
．
普
冒
且
①
畠
。
邑
鼠
ゞ
も
卜
認

辱
畠
目
§
》
い
〕
乏
斡
ａ
・
詞
．
画
且
尻
昌
Ｎ
）
い
》
冒
浄
目
。
こ
い
目
§
ぬ
の
堕
昌
９
筐
副
の
ロ
の
＆
．
。
ぐ
‘
旨
。
鞄
ご
〕
届
司
己
自
鷺

呼
召
９
〕
Ｐ
）
叩
の
命
哩
ｏ
豆
の
胃
①
号
局
園
艮
＆
〕
昌
百
且
①
冒
○
凰
厨
・
国
．
ｐ
ｐ
Ｑ
ｍ
号
日
丘
計
．
固
唾
国
画
且
ず
巨
号
号
同
国
目
の
昏
邑
官
目
号
〉

年
）
に
抄
訳
さ
れ
て
い
る
。

〆
○
亘
涛
・
国
・
邸
弓

『
↑
卯
の
『
い
》
』
の
④
の

聖
曽
皇
雰
ご
号
員

》
》
ず
ｎ
審
、
墓
匂
向
審
査
。
徳
や
函

国
①
夢
一
之
・
両
．
如
降

コ
プ
リ
ッ
ク
麻

聖
曽
皇
雰
ご
号
自
己
鼠
く
○
目
尻
○
且
涛
固
｝
、
園
三
】
望
冒
巨
○
日
号
崗
冨
麗
曾
巨
す
①
胃
胃
邑
制
冒
①
砕
匡
昌
己
〕
騨
員
関
餌
昌
号
①
日
）
。
、
ミ
由
忌
，
言
ミ

マ
》
ず
ｎ
審
、
墓
匂
向
審
査
。
徳
や
函
画
①
①
》
』
、
の
、

需
夢
葛
・
両
．
如
讐
日
⑦
呼
且
冒
骨
屡
冒
旨
言
●
己
ｍ
Ｉ
目
目
尻
８
房
・
い
ぜ
ｇ
い
）
切
賢
。
畠
．
ｇ
萱
．
冒
閏
．
畠
叩
届
式
忌
曾

コ
プ
リ
ッ
ク
麻
疹
ノ
初
徴
中
外
医
事
新
報
四
二
号
四
二
頁
明
治
三
○
年

マ
マ

フ
ヰ
ン
ケ
ル
ス
タ
イ
ン
麻
疹
診
断
上
コ
ク
リ
ッ
ク
氏
疹
ノ
価
値
中
外
医
事
新
報
四
六
一
号
三
二
頁
明
治
三
二
年

な
お
こ
れ
と
同
じ
原
論
文
が
、
「
麻
疹
前
駆
期
二
於
ケ
ル
コ
プ
リ
ッ
ク
氏
疹
ノ
価
値
」
と
し
て
『
児
科
雑
誌
』
（
一
六
号
四
四
頁
明
治
三
二

国
①
旨
○
号
）
国
２
国
＆
破
く
○
『
庁
呂
冒
皿
舜
冨
局
嗣
冒
号
異
国
冒
岸
篇
】
骨
①
ロ
ム
シ
員
．
》
扇
＄
】
２
５
弓
｝
５
日
碗
○
口
月
日
扇

Ｆ
の
ｇ
胃
凰
○
口
○
三
国
届
昌
》
唾
ロ
〕
い
①
恩
①
髄
曹
弓
彦
①
ｚ
⑦
葛
の
尽
旨
Ｑ
四
号
色
目
、
Ｃ
Ｑ
①
ご
〉
昂
＄
画
く
○
一
．
勺
陣
倫

〆
○
亘
景
国
・
》
シ
ｚ
①
乏
己
置
函
昌
○
吻
曾
ｏ
碗
飼
昌
具
巨
８
ｍ
』
①
い
〕
二
烏
島
、
皇
滝
、
８
氏
．
圏
卯
９
ｍ
（
易
器
）

〆
○
亘
涛
〕
国
．
邸
弓
胃
ｚ
ｇ
之
己
訂
ｍ
ｐ
Ｃ
畠
の
い
つ
○
言
い
ｇ
冨
命
四
ｍ
斥
吻
○
昌
号
①
国
巨
（
〕
の
巴
曽
己
門
画
豆
巴
冨
匡
、
ｃ
易

辱
嵩
①
目
】
一
目
凹
旨
③
〕
学
烏
ｓ
ｎ
旦
乏
寓
昌
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〆
名
房
〕
、
名
ｇ
〉
ｇ
“
８
ぐ
２
＆
ず
晋
国
①
昌
曼
〆
○
亘
涛
（
扇
認
、
く
ら
喝
）
冒
届
忠
》
届
四
冒
号
品
目
○
日
○
冒
○
暑
日
官
○
目
島

●

肖
冒
①
Ｐ
切
庁
い
、
］
○
彦
口
〔
旨
程
苛
門
凹
ロ
ユ
○
↑
ず
の
吋
肖
ご
色
目
く
ｑ
ｏ
ｇ
ｏ
厨
Ｑ
叶
い
Ｃ
Ｏ
ぐ
①
Ｈ
①
口
の
巨
回
旨
舜
塚
①
吋
昌
凹
○
旨
計
壷
①
ず
臣
Ｃ
Ｏ
巴
Ｈ
昌
巨
Ｃ
Ｏ
巨
“
閂
昌
日
冒
す
吋
画
目
ｏ
》

ｌ

、

ず
昌
悶
○
巨
陦
乏
湧
号
①
勵
胃
８
の
ぐ
巴
巨
具
①
号
①
①
冒
四
昌
昏
①
日
四
８
胃
①
９
辱
旨
号
①
島
侭
冒
○
爵
昌
目
８
号
い
，

シ
津
①
儲
］
四
℃
四
口
①
、
①
ｑ
ｏ
ｏ
８
厨
再
３
Ｑ
ｓ
①
曾
画
冨
置
討
旦
旨
日
日
画
曼
昆
侭
○
巨
涛
〕
、
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